
基本構想

　SDGs（持続可能な開発目標）とは、平成27（2015）年9月の国連サミットで採択された令和12（2030）

年までに達成すべき国際目標です。地球上の「誰一人取り残さない」ことを理念に17のゴール（目標）

で構成されており、世界の国々で取組が進められています。

　我が国は平成28（2016）年12月に「SDGs実施指針」を策定し、国、地方自治体、企業、町民による

幅広い連携とともに、地方自治体の各種計画への最大限の反映を奨励しています。

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わら
せる。

１.	貧困をなくそう

飢餓を終わらせ、食糧安全保障及び栄養改善を実
現し、持続可能な農業を促進する。

２.	飢餓をゼロに

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を
確保し、福祉を促進する。

３.	すべての人に健康と福祉を

すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教
育を確保し、生涯学習の機会を促進する。

４.	質の高い教育をみんなに

ジェンダー平等などを達成し、すべての女性及び
女児の能力強化を行う。

５.	ジェンダー平等を実現しよう

すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可
能な管理を確保する。

６.安全な水とトイレを世界中に

すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な
近代的エネルギーへのアクセスを確保する。

７.	エネルギーをみんなにそしてクリーンに

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての
人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある
人間らしい雇用を促進する。

８.	働きがいも経済成長も

強靭なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業
化の促進及びイノベーションの推進を図る。

９.	産業と技術革新の基盤をつくろう

各国内及び各国間の不平等などを是正する。
10.	人や国の不平等をなくそう

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な人間居住を
実現する。

11.	住み続けられるまちづくりを

持続可能な生産消費形態を確保する。
12.	つくる責任 つかう責任

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対
策を講じる。

13.	気候変動に具体的な対策を

持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全
し、持続可能な形で利用する。

14.	海の豊かさを守ろう

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、
持続可能な森林の経営、砂漠化への対処、ならびに
土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を
阻止する。

15.	陸の豊かさも守ろう

平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法
へのアクセスを提供し、あらゆるレベルにおいて効
果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する。

16.	平和と公正をすべての人に

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グ
ローバル・パートナーシップを活性化する。

17.		パートナーシップで目標を達成しよう

17のゴールそれぞれのカラーを一つの輪として
表現した、ＳＤＧｓを象徴するアイコン

カラーホイール

横断的な視点第4節

１．S D G s

SDGs（持続可能な開発目標）１７のゴール（出典：外務省）
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Society5.0の変遷

２．S o c i t y 5 . 0
　Society5.0（ソサエティ5.0）とは、情報社会（Society…4.0）に続く、少し先の未来の社会を指します。

内閣府では「サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムによ

り、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）」と定義しています。

　本町においては、Society5.0の実現を目指すことによって、地域の魅力を最大限にいかし、自立した

豊かな地方の姿を実現していくことが重要となります。

　このような社会を実現するため、事業者の生産性の向上やビジネスモデル・組織の変革、地域コミュ

ニティの維持、行政サービスのDX＊化の推進など、地域課題・社会課題の解決に向けて情報通信技術

などの新たな技術の活用に積極的に取り組むこととし、本計画においても、分野横断的に、基本計画に

掲げる各施策に位置づけていくものとします。

　Society5.0以前の人間社会の進化は、４段階に分けることができます。

　動物を狩っていた「狩猟社会」が「1.0」、田畑を耕すことで安定した食料の確保を実現した「農耕社会」

が「2.0」、産業革命により工業が発展した「工業社会」が「3.0」、コンピューターやインターネットが普

及した「情報社会」の現代は「4.0」にあたります。

　それらがさらに進化した新しい社会が「Society5.0」です。つまり、情報社会から一歩進んだITがもっ

と生活に溶け込んだ便利な社会と捉えることができます。

＊	DX：Digital…Transformation（デジタルトランスフォーメーション）の略称。進化した情報技術を浸透させることで、人々の生
活をより良いものへと変革させるという概念のこと。例えば行政サービスのDX化が進んだ場合、町民は行政窓口に行かなくて
も申請手続などを行えることが考えられる。

Society
5.0

農耕が始まる
までの狩猟や
採集を生活基
盤としていた
原始的な社会

田畑を耕し、小
麦や米などの作
物を育て収穫し
ていた社会

機械製品の発
展などに伴い、
工業化していっ
た社会

インターネット
や携帯電話、ス
マートフォンな
どの普及によっ
て世界がネット
ワークでつな
がった社会

AI・ロボット・
IoT（モノのイ
ンターネット）
などを活用し
て、一人ひと
りがいきいき
と暮らせる人
間中心の社会

狩猟社会
Society1.0

農耕社会
Society2.0

工業社会
Society3.0

情報社会
Society4.0
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基本構想

まちづくりの背景第４節

３．「スマートシティ」を目指して

豊 富な資 源課 題 先 進 国

人口減少

少子高齢化

インフラ
老朽化

企業の優れた技術力
大学等の研究開発力

ポテンシャルの
高い人材

現場から得られる
豊富なリアルデータ

災害

新たな価 値を創 造する

　Society5.0の実現は、SDGsの達成や、スマートシティの実現にもつながります。

　スマートシティは、「情報通信技術を活用して生活の質の向上や新たな価値創出による経済循環の促

進、社会課題の解決を図る社会」のことをいい、Society5.0の先行的な実現の場と定義されています。

　現在、高齢化の急速な進展、東京一極集中と地方の衰退、多発する大規模災害、新たな感染症リス

クなど様々な社会課題に直面しており、これらと向き合っていくためには、交通、商業、ビジネス、医療、

エネルギー、行政などあらゆる都市機能自体をデジタル化に対応した形に大きく転換していくこと（DX

化）が求められています。

資料：国土交通省　スマートシティ官民連携プラットフォーム 

スマートシティのイメージ
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